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立体地形解析図上の活断層と地形面
Active faults and topographic surfaces on the stereoscopic topographic map
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数値標高モデル（DEM）データを用いた地形解析手法によって，様々な地形の主題がわかりやすく鮮明に表現される
ようになってきた．我々は，国土地理院の数値標高モデル（DEM）データのうち，5ｍＤＥＭデータを用いて，2万 5千
分の 1地形図をそのまま立体視することを試みて，この立体地形解析図上に活断層情報を転記した．
　地形図は，国土地理院の地形図仕様（地形図の凡例）に基づいて作成し，これをアナグリフによって立体視化した．

すなわち，市町村名などの地名に加え，山地・河川などの自然地名も地形図と同様に表示し，各種の施設・設備，市街
地・住宅，道路・鉄道・水路などの地貌情報も市販の地形図どおりの表現とした．さらに，起伏を読み取る等高線も 10
ｍ間隔（主曲線）で示しており，三角点や独標点をあわせて，それぞれの場所の標高値も同時に知ることができる．地
形図を立体化することによって地形図の判読の不慣れさを補う効果が得られる．　
　この立体地形解析図上に，活断層の線分情報（中田・今泉編，2002）を重ねた．活断層の位置が，2万 5千分の 1立

体地形解析図上で読み取れるので，活断層と崖や傾斜地との関係，各種のインフラとの関係などが場所によっては詳し
くわかる．逆に，活断層研究者が主に空中写真を用いて地表の起伏をどの様に判読して活断層と認定したのか，その根
拠の一つが地形図上で明らかにされる．例えば，活断層の重要な諸元情報として断層形態，変位様式，変位量・変位速
度があるが，これらは主に地形面を断層変位基準として求められている．縮尺 2万 5千分の 1の地形図に 10ｍ間隔で表
現される地形の起伏から，各種の地形面（扇状地や段丘面などの変位基準面）を読み取り，これらの変位基準に記されて
いる崖や斜面の落差から断層による変位量を知ることが出来る（変位速度を知るには，変位基準の形成年代が必要）．
　ポスターでは，逆断層が典型的な東北地方の活断層を対象に，立体地形解析図上に断層情報（線分情報）を立体化

して表示する．
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